
 

学 校 名 大垣市立小野小学校 

実 施日 時  平成２８年７月３０日（土） 

会    場 金蝶園 大垣東店 

参 加 人 数 児童１１名、保護者１２名 

学習課題（分野） 親子体験教室 

運営者の願い 

  校下には加賀野八幡神社自噴井があり、子どもたちは蛍やハリヨを飼育して

いる。そこで、水にゆかりのある水まんじゅうを取り上げた。水まんじゅうは、大垣

が発祥の伝統和菓子だそうだが、もっと、地域のことや和菓子の歴史を知って

ほしいと思い、企画した。 

学 習 の 内 容 

＜みずまんじゅうづくり＞    講師：北野 英樹 

氏（金蝶園総本家）  

①砂糖２、くず粉＋わらび粉１、水６の割合で材料 

 をよく混ぜる。 

②①を火にかけ、半透明になるまでよく混ぜて生地 

を作る。 

③お猪口に半分生地を流し、あんを入れた後、すり 

切れいっぱいになるまで生地を入れる。 

④③を約１０分蒸した後、冷水で冷やす。 

⑤水まんじゅうが冷える間に、薯蕷饅頭（じょうよま

んじゅう）を作る。  

＜水まんじゅうのひみつ＞ 

 水まんじゅうを作りながら、大垣の歴史や文化にもふれ、水まんじゅうのひみつを教えて

いただきました。 

①明治 30年頃、菓子屋上田屋文七が、水に浸けておいても 

流れないくず粉であんを包むことを考え出した。暑い時期、

井戸舟で冷やして食べられる水まんじゅうは人気となった。 

②あん（特にこしあん）を作るのには、大量で良質な水が必要

だった。そのため、地下水が豊富な大垣が適していた。 

③江戸時代、茶の湯の普及に伴って美しく繊細な和菓子が発展 

していった。大垣は城下町として栄え、和菓子の老舗が多い。 

④水分が多く、糖度が低い水まんじゅうは日持ちがしない。また、水につけての販売は難し

いため、２時間おきくらいに作るようにしている。 

＜よいこと見つけ＞ 

・講師さんの説明をよく聞い

て、子どもは自分でどんど

ん作っていけました。話を

ちゃんと聞けることに感

心しました。 

・お猪口に生地を流し込むと

き、こぼさないように、て

いねいにやっていました。

私（母親）より、慎重だと

感心しました。 

・ふだんは私（母親）が手を

出してしまうのですが、今

日はすべて一人でやりま

した。 

・説明をしっかり聞いて、手

際よくできました。社長さんの説明を真剣に聞いてメモをとっていたので感心しました。 

 

＜家庭教育学級だより＞ 

９月、家庭教育学級だよりを発行しました。パソコンに堪能な役員が、お便りの発行を担

当するなど、役割分担をして運営をしています。 

講演型＋体験活動参加型（小学校） 

  

  今回、約 70 名の応募

があったが、会場の都合

で、抽選となっている。

そのため、参加できなか

った方のために、家庭教

育学級通信「はなみずき」

で様子を知らせ、秋に追

加開催を行った。 

年間計画はあくまで計

画。嬉しい計画変更だ。 

ポイント 

会のはじめに、家教長

から「親子のふれあいを

深めるとともに、お子さ

んのよいところを見つけ

ましょう」という働きか

けがあった。 

お母さんからよいとこ

ろを伝えられた子どもだ

けでなく、皆が笑顔にな

る時間だった。 


